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１ 

火 各種委員会                                  B6 1６ 水 期末考査②（給食なし） 

２ 水 てらこや① １7 木 期末考査③（給食あり） 

３ 木 文化の日 18 金 領域診断テスト（３年） 脊柱側わん検診 

４ 金 漢字検定 19 土  

５ 土 道徳授業地区公開講座（給食なし）東京都教育の日 20 日  

６ 日  21 月 朝礼 安全指導 

７ 月 朝礼 中央委員会 22 火 開校記念日 

８ 火 期末考査１週間前 23 水 勤労感謝の日 

９ 水 B5 24 木  

10 木  25 金  

11 金  26 土  

12 土  27 日 東京都中学校英語スピーキングテスト 

13 日  28 月 朝礼 読書週間始 区学力向上のための調査（意識） 

14 月 生徒朝礼 29 火 保育園との合同避難訓練 

15 火 期末考査①（給食なし） 30 水 てらこや② 

 

生徒が努力しその成果を発表する姿に、学校全体が一つになる躍動を感じます。

そこには、見えないところで支え活躍する生徒がいます。わずか３人の１年生で

演劇の舞台にチャレンジ。指揮者として最高のパフォーマンスを引き出した生徒。

活躍の場に効果的に照明を向けた生徒。吹奏楽のパフォーマンスの後ろでリズム

を担当する生徒など、生徒一人一人が主役であることを感じた文化祭でした。 

 

 音楽科の小林先生から、合唱コンクールの各賞が発表されました。 

学級ごとに歓声が上がり、いかにこの日に向けて真剣に取り組んで 

きたか分かりました。特に、３年生は全学級、「金賞」でした。体育館

いっぱいに喜びがありました。生徒が一体となってゴールを目指した 

姿に３年生の成長を感じました。協力し合わなければ、けっして一人で

は味わえないものです。この達成感は、２年生１年生にも大きな目標を 

残しました。原中の伝統に新たな歴史が刻まれた審査発表でした。 

この日に向けた全ての生徒の頑張りを、心から称えたいと思います。 

 

 午前の文化祭プログラム「生徒の発表」の最後に３年生の全体合唱が 

ありました。歌唱曲は「正解」。この歌は原中の卒業生が歌い継ぎ、後輩

に残してきたものです。君と出会い、夜通し話し、お互いの秘密を分かち

合うことができたのに、「ごめんね」だけは言えなかった。君が、自分の

よさを見つけてくれ、初めて自分のことが好きになれた。振り返ると、答

えのある問いばかり教えられてきたような気がする。もうそんな甘えを捨

て、明日から自分だけで正解を探しにいくよ。また君と逢える日まで。 

最高の感動が広がった合唱でした。３年生！心からありがとう！ 

１１月行事予定 

◎ホームページに、学校だよりを掲載しています。ぜひご覧ください。 

小さな力が 大きな力に 生徒が主役の文化祭 

原中生の素晴らしさ ㉔  見どころ！決めどころ！ そして一生懸命の原中生！ 

荒川区立原中学校長 水井 雅史 

秋も深まり、空がより高く感じられます。今年の文化祭は、３年ぶりに保護者の皆様にもご参観いた

だくことができました。感染対策として発表ごとの入れ替え制としましたが、皆様の御協力のおかげで、

時間どおりに進めることができました。心より感謝申し上げます。 

 合唱コンクールは、コーラスマスクをした発表でしたが、昨年以上に声量も増し、ハーモニーや響き

が良くなっていることを強く感じました。１年生の元気な歌声、２年生の大きな成長を感じる堂々とし

た歌声、３年生のバランスの取れた響きのある歌声は、それぞれに素晴らしいものでした。 

特に、３年生の全体合唱『正解』は、圧巻でした。実際に事後のアンケートでは、ほとんどの生徒が

「よくできた」「思い出に残る合唱になった」という髙い自己評価をしています。 

こうした文化祭で取り組んだ合唱は、音楽的な価値と同時に、学年・学級の一体感を生み出しました。

この体験行事を通し、全校生徒が今まで築いた仲間との友情をより深めてほしいと思います。 

 また、演劇部の心のこもった3人の演技はとても素晴らしく、心に響きました。ボランティアによる

照明や音響のスタッフの支えも見事でした。吹奏楽部の演奏は楽しいステージとなりました。夏の吹奏

楽コンテストでの銀賞の力を発揮していたように感じます。 

秋は「文化、スポーツ、芸術の秋」と言われます。青少年育成尾久地区委員会主催の「中学生の主張発

表会」では、村上蒼依さん、野田凌万さんが堂々とした説得力のある発表をしました。荒川区英語発表会

では久野絢音さん、和田アイリスさくらさんが表現力豊かな発表をし、高い評価を得ました。 

今後は、箏曲（琴）の授業や書写の授業、読書週間、ビブリオバトルなどが予定されています。 

現在、生徒会役員が決まり、新たな生徒会活動が始まっています。ＪＲＣの活動理念にある「気づき、

考え、実行する」生徒会を目指し、本校を居心地の良い中学校にしてほしいと心から願っています。 

天高く 成長を感じる秋 

 

１１月号 

令和４年 11 月１日 

荒川区立原中学校 

校長 水井 雅史 学校だより 
荒川区立原中学校 

 

寄り添い 伸ばす 

大切なものを残してくれた３年生    全体合唱『正解』 

次の空欄に当てはまる言葉を書き 

入れなさい ここで最後の問い 

「君のいない 明日からの日々を 

僕は 私は きっと…」 

制限時間はあなたのこれからの人生 

解答用紙はあなたのこれからの人生 

答え合わせの時に私はもういない 

だから採点基準は 

あなたのこれからの人生 

「よーい、はじめ」 

３年生の教室には生徒が

作成した課題曲の歌い方が

掲示されていました。 

練習を重ねた「決めどこ

ろ」が明示され、団結心が

育まれていました。 

また、１年生の学級では 

合唱に臨む生徒の思いがあ

りました。一つ一つに真剣

に文化祭に向かう生徒の姿

があり、原中生徒の活力を

感じることができました。 

新たな伝統が刻まれた 「審査発表」 


